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平成27年第２回伊仙町議会臨時会議事日程（第1号） 

          平成27年８月10日（月曜日） 午前10時 開議 
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 ○開会の宣言 
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 ○日程第１ 会議録署名議員の指名 

 ○日程第２ 会期の決定 

 ○日程第３ 議案第41号 平成27年度伊仙町一般会計補正予算（第４号）（提案理由説明～質疑

～討論～採決） 
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△開 会（開議）   午前１０時０５分 

○議長（琉 理人君）   

 ただいまから平成27年度第２回伊仙町議会臨時会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 議事日程に入る前に、一言お見舞いを申し上げます。 

 先日、台風12号の影響による町内全域にわたって50年に１度という記録的な豪雨災害等の影響を

受け、被害に遭われた皆様へ、伊仙町議会を代表して衷心よりお見舞いを申し上げます。被害に遭

われた皆様におかれましては、残暑厳しい折、復旧に向けて心身両面にわたってご苦労なされてい

ることと存じますが、私たち伊仙町議会も復旧に向けて誠心誠意対応してまいりますので、町民の

皆様へこの場をおかりいたしましてお見舞いのご挨拶とさせていただきます。 

 

△ 日程第１ 会議録署名議員の指名   

○議長（琉 理人君）   

 それでは、日程第１ 会議録署名議員の指名をします。 

 会議録署名議員は、会議規則第127条の規定によって、樺山 一君、永岡良一君、予備署名議員を

伊藤一弘君、美島盛秀君を指名します。 

 

△ 日程第２ 会期の決定   

○議長（琉 理人君）   

 日程第２ 会期の決定について、議題とします。 

 お諮りします。本臨時会の会期は本日８月10日の１日間としたいと思いますが、ご異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（琉 理人君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、本臨時会の会期は本日８月10日、１日間と決定いたしました。 

 

△ 日程第３ 議案第41号 平成27年度伊仙町一般会計補正予算（第４号）   

○議長（琉 理人君）   

 日程第３ 議案第41号、平成27年度伊仙町一般会計補正予算（第４号）を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

○町長（大久保明君）   

 おはようございます。提案理由の説明の前に、今、議長からあったように、今回の台風12号によ

る被害と豪雨に関しまして、町内で多くの畑が流され、また、面縄地区においては大変な冠水状況



― 23 ― 

になりました。町民の方々に心からお見舞い申し上げます。 

 それでは、平成27年度第２回伊仙町議会臨時会に提案いたしました議案第41号について、提案理

由の説明をいたします。 

 議案第41号は、平成27年度伊仙町一般会計の規定の予算に変更が生じましたので、地方自治法第

218条第１項の規定により提案してあります。ご審議賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（琉 理人君）   

 補足説明を求めます。 

○総務課長（樺山 誠君）   

 議案第41号、平成27年度伊仙町一般会計補正予算（第４号）について、補足説明をいたします。 

 規定の歳入歳出予算の総額57億5,837万6,000円に歳入歳出それぞれ8,236万円を増額し、歳入歳出

予算の総額を58億4,073万6,000円とするものでございます。 

 ４ページをお開きください。歳入歳出補正予算事項別明細書の歳入からご説明をいたします。 

 ９款地方交付税、補正前の額29億4,530万2,000円に304万円を増額補正し、29億4,834万2,000円と

するものでございます。 

 13款国庫支出金、補正前の額５億5,250万7,000円に5,552万円を増額補正し、６億802万7,000円と

するものです。主な理由といたしましては、道路河川等災害復旧費負担金の増額によるものでござ

います。 

 20款町債、補正前の額８億9,820万円に2,380万円を増額補正し、９億2,200万円とするものです。

主な理由といたしましては、公共土木施設災害復旧事業債の増額によるものでございます。 

 歳入合計、補正前の額57億5,837万6,000円に8,236万円を増額補正し、58億4,073万6,000円とする

ものでございます。 

 歳出についてご説明をいたします。５ページ目と７ページ目の歳出の欄もあわせてお目通しをい

ただきたいと思います。 

 ２款総務費、補正前の額11億9,689万5,000円に46万円を増額補正し、11億9,735万5,000円とする

ものです。主な理由といたしましては、４月20日に起きました大雨による賠償金の増額によるもの

でございます。 

 ３款民生費、補正前の額13億4,322万2,000円に150万円を増額補正し、13億4,472万2,000円とする

ものです。主な理由といたしましては、７月26日の大雨による災害援護資金貸付金の増額によるも

のでございます。 

 ８款消防費、補正前の額１億8,961万3,000円に100万円を増額補正し、１億9,061万3,000円とする

ものです。主な理由といたしましては、災害応急用のポンプの購入費の増額によるものでございま

す。 

 10款災害復旧費、補正前の額5,780万6,000円に7,940万円を増額補正し、１億3,720万6,000円とす

るものです。主な理由といたしましては、道路河川等災害復旧費の増額によるものでございます。 
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 歳出合計、補正前の額57億5,837万6,000円に8,236万円を増額補正し、58億4,073万6,000円とする

ものです。 

 ご審議賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 ３ページお開きください。第２表地方債の補正についてご説明いたします。 

 記載の目的。（５）災害復旧事業債、補正前の限度額1,160万円に2,380万円を増額し、補正後の

限度額3,540万円とするものです。 

 合計、補正前の限度額８億9,820万円に2,380万円を増額し、補正後の限度額を９億2,200万円とす

るものでございます。 

 ご審議賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（琉 理人君）   

 これから議案第41号について、質疑を行います。 

○３番（牧 徳久君）   

 ７ページの災害復旧費についてお尋ねいたします。これは、道路河川災害復旧費の建設課債だと

思いますが、この前の台風12号でいろいろ町内全域にわたり被害があったわけですが、小島地区で

はウワナル線から岬に通じる道路がありますが、今、夏場になりますと観光客、盆の帰省客等が都

会からもいっぱい帰っていまして、このウワナル線を通ってほとんどの人が岬、また岬観光地にも

行っているということでありますが、この前の豪雨災害で道路が陥没して非常に危険な状態という

ことで、建設課のほうでロープを張ってありますが、看板がないということで、夜間等はあそこに

道路が広いということで飛ばしてくる。直前になってからロープが見えたりして非常に危険という

ことを指摘しておりますので、両サイドに、大型はもちろん通れませんので、大型車の通行禁止と

か陥没箇所がありますということを両サイドにこの陥没箇所の手前100メートル、県道入口と小島側

のところにこれは設置していただけないかとさんざん私言いましたが、まだしてない状況ですが、

いつごろされるのか、お伺いします。 

○建設課長（中熊俊也君）   

 指摘のあったウワナル線は今回災害の対象になるのではと思っていましたが、地形的に県道の反

対側の道が下を通って流れ出してそこに吹き出しているということで、地形的な問題で災害にはな

らないようなこと言われたので、応急的にすぐは無理だと思います。応急的にも穴を詰めてやって

いきたいという計画にしています。 

 そして今話されました看板は業者に今つくらしていますので、でき次第設置する計画になってい

ます。 

 以上です。 

○３番（牧 徳久君）   

 ぜひ、迅速な対応でしていただかないと、この前、他にもそこのくぼ地に自動車突っ込んで、下

のバンパー全部剥がしてそこに放置しているが、そのような危険な状態で、車であれば大したけが
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もありませんが、もしオートバイとそこに突っ込んだ場合には大事故になりますので、その応急措

置もよいが、看板だけはすぐに対応していただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（琉 理人君）   

 他に質疑ございませんか。 

○９番（明石秀雄君）   

 第２表、ちょっと見ていただきたいと思います。横は限度額と書いてあるのでわかるが、合計の

欄がこれだけ見るとわかりません。どうして９億2,200万になっているのか。上を見ると3,540万、

これで僕は無知で、わからないので聞きますが、ちょっと教えてください。これでいいですか。 

○総務課長（樺山 誠君）   

 ２表の状況ですけども、今までこの記載の目的等が１から５までありますが、今まで承認を受け

ていた分に関しては、表記をされてないということでございまして、計算したら全然計算が合わな

いという状況ですが、こういう表記の仕方がいいのかどうか、もうちょっといろいろ指導を受けな

がら、また表記の方法を考えていきたいと思います。 

○９番（明石秀雄君）   

 これ見て普通の人、誤解を招くと思います。間違いであれば正していただきたいし、これが正し

いのであればそういうことでよろしいが。 

 それと関連いたしまして、本年度の起債償還の合計額を教えてください。 

○総務課長（樺山 誠君）   

 27年度の予定でございますけども、８億8,804万9,000円でございます。これは、元利、利息含め

てです。 

○９番（明石秀雄君）   

 今年度が概ね８億8,800万返済をする予定ですが、もう既に９億2,200万借りる予定ですよね。 

何のために借りたのかわからなくなってくる。起債額が増えるだけ、今後また災害でも起きれば

また借りなきゃいけない。非常に財政が硬直化しているので申し上げているわけですが、これ何と

か解消する方法はないものでしょうか。他に財源を求める方法はない。 

○総務課長（樺山 誠君）   

 まず、財源に関しましては、町税の徴収の向上だとか、そういう方向にもっていくしか、まずは

財源を確保する方法はないと思っております。 

 あと、地方交付税もある程度の確定が出てきているので、その中で何とかやりくりをしながらや

っていかなきゃいけないと思っているので、歳出の削減、特に何度も申し上げているように、事業

の優先順位等、緊急性等をはかりながら、少しでも歳出削減には取り組まなきゃいけないと思って

いるところでございます。 

○９番（明石秀雄君）   

 節約や、または新しい歳入、町税等の徴収には全力を挙げて歳入の確保に努めなければ、今年度
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非常に大変だと思いますので頑張っていただきたい。特に、新しい税務課長さんには大変だと思い

ますが、頑張っていただきたいと思います。 

 以上で終わります。 

○５番（美山 保君）   

 ７ページの10款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費、13の委託料と工事請負費についてで

すが、これは台風何号の事業費として対応されているのか。そして、道路河川何件なのか。 

○建設課長（中熊俊也君）   

 今の質問にお答えします。これは12号の災害であります。測量業務委託も工事請負費も12号台風

による大雨です。そして、これは６月の大雨のときには３件ありまして、それはまた前回の７月16

日の臨時議会で採択いただいています。 

 以上です。 

○５番（美山 保君）   

 これは、災害査定を受けたでしょうか。 

○建設課長（中熊俊也君）   

 ５月の大雨で１件ありましたが、それは災害査定を受けまして、あと６月の大雨の災害は３件申

請してありますが、これ９月の上旬という話で、まだ確定はしていませんが査定があります。そし

て、今12号台風ぶんにつきましては、またこれから国から連絡が来ると思います。 

 以上です。 

○５番（美山 保君）   

 この事業は、災害査定を受けて初めてその事業費が確定すると思います。というのは、当初の予

算書には災害査定というのが組まれております。そして初めてこの委託料、工事費、そういう金額

はそれに初めて該当してくると思います。なぜ、こういう組み方をしたのか。 

○建設課長（中熊俊也君）   

 どういう災害がどのくらい起こるのか、当初の段階ではちょっと想像が難しくて、いくら組んで

いいのかわかないこともありまして、こういう今までもこういう感じで災害工事費は組んでいると

思います。 

 以上です。 

○５番（美山 保君）   

 これは大きな間違いです。災害査定は災害査定、復旧費は復旧費として計上すべきであります。 

 災害査定をして図面を作り、国の検査を受け、そして事業費が確定します。確定した後に災害復

旧費が計上されます。大きな間違いです。 

 それと、耕地課のほうではまだ災害復旧費が、災害査定費も計上されておりませんけども、今後

どういう計画をしているのか。 

○総務課長（樺山 誠君）   
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 まず、12号においてこの10件の災害が発生したわけでございますけども、これを災害として取り

扱いたいということで、災害の査定をする前に、一応予算を確保します。その中で査定後にこれの

減額なり増額なりをしていくというのが予算の組み方だということで、我々としては災害をまず査

定する前に予算措置をして進めるというのが、予算を確保してから進めるというのが筋ですので、

そのようにしているわけでございます。 

○５番（美山 保君）   

 災害査定費はなぜ費目をつくってあるのか。災害査定をして確実に金額が決まって、そして、災

害復旧予算を計上するのが当たり前と思いますけども、こんないいかげんな予算の組み方ではどう

しても納得できません。 

［「休憩」と呼ぶ者あり］ 

○議長（琉 理人君）   

 しばらく休憩をいたします。 

休憩 午前１０時４２分 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

再開 午前１０時５０分 

○議長（琉 理人君）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

○建設課長（中熊俊也君）   

 今、美山議員から指摘ありましたが、工事請負費を国に査定を申請するときに、予算を組むとい

うか金額を入れて申請しますが、そういうことで今回こういう査定日の前に復旧費用を組みました

が、今後査定日で査定した後に決定した金額を計上したいと思います。どうもすみませんでした。 

○議長（琉 理人君）   

 よろしいですか。 

○５番（美山 保君）   

 耕地課のほう。 

○耕地課長（穂 浩一君）   

 農地災害に関して、耕地課の災害につきましては、今回の12号台風関係の県との現場を回ったの

が、先週の金曜日でありました。今後、確定といいましょうか、一応査定に出すところの確定を８月、

今月いっぱいまで今予定をしているところでありますので、９月議会にこの災害査定費、工事請負

費とあわせてその他の災害復旧に国に申請できないものに関しても借り上げ料等あわせて９月議会

で上程しようと考えているところであります。 

○５番（美山 保君）   

 今後は、予算書通りきちっと災害査定は災害査定、復旧費は復旧費と区別して、きちっと対応し

てください。 
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 終わります。 

○議長（琉 理人君）   

 他に質疑ありませんか。 

○２番（岡林剛也君）   

 前回と今回の災害がひどい状況ですが、この災害復旧費、建設課の道路河川ぶんが出ていますが、

夏植も迫っていますし、畑の土砂流出とか土手の崩壊とかそういうところが多々見受けられるが、

そういうところも優先的にやったほうがいいと思いますが、そういう箇所はなかったのでしょうか。 

○耕地課長（穂 浩一君）   

 国に災害復旧として申請する、いわゆる災害復旧に該当するような事例は、今のところ６件程度

であります。これにつきましては、第１回のやつが10月査定を予定して、今回の12号はその後にな

る予定であります。 

 工事につきましては、早くとも12月ぐらいになっていくのかなと今考えているところであります。 

 耕地課関係につきましては、ほとんどが２０～３０万円程度の災害復旧にかからない法崩れとか、

道路の浸食等であります。 

 ４月から今回の12号まで合わせますと大体250件程度ありますが、これは全部対応しきれない状態

でありますので、取り急ぎ道路の通れないところの土砂撤去です。 

 あとは大きな法崩れの法面復旧、これは一般会計からと、そういう多面的の交付金があるところ

につきましては、多面的の交付金で行っていきたいと思っています。 

 そちらにつきましても、一応ある程度地区をまとめて一気に工事をしていきたいと思いますが、

今順次、道の通れないところ、順次しているっていうところであります。そっちが落ちつき次第、

順次法面崩壊や、畑の陥没、予算の範囲内で進めていきたいと考えているところであります。 

○２番（岡林剛也君）   

 国・県の災害査定を見ていけないといけないところもあるでしょうが、夏植への準備をせっかく

していたのに、３分の１の土が流れて、下のコーラルが見えて全く３分の１は使えないという、あ

とダンプで土砂を入れないといけませんが、とても個人ではできないという畑も幾つか見られまし

た。 

 議会で何とかしてくれないかかと言われましたが、答えようがなくて困りました。 

やはりこういうの、町が何とか援助してやるべきではないかと思いますので、どうかそういうと

ころも見てあげてもらいたいと思います。 

 以上です。 

○議長（琉 理人君）   

 他に質疑ございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（琉 理人君）   
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 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（琉 理人君）   

 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これから、議案第41号、平成27年度伊仙町一般会計補正予算（第４号）を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（琉 理人君）   

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第41号、平成27年度伊仙町一般会計補正予算（第４号）は原案のとおり可決さ

れました。 

 これで、本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 

 平成27年度第２回伊仙町臨時議会を閉会します。お疲れさまでございました。 

閉 会 午前１１時００分 

 

 

 

 

 地方自治法第123条第２項の規定により、ここに署名する。 

 

 

              伊仙町議会議長  琉   理 人 

 

              伊仙町議会議員  樺 山   一 

 

              伊仙町議会議員  永 岡 良 一 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /00
    /GC-Special-Character
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


